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本書は，人が作業をすることに

焦点を当てて，認知症のある人の

作業活動をていねいに論じている

ところに特色がある．

本書は，まず作業療法の歴史的

過程を，介入手段となったクラフ

トの活用から，目的のある活動へ，

そして意味ある活動へ，と紹介す

る．それを踏まえて認知症のある

人の作業活動が現在展開されてい

るのである．一方，認知症のある

人は長い生活歴がある．認知症の

ある人の「今」はその延長線上に

あるのである．

そして最後に，認知症の作業療

法の実際として，精神科病院，一

般身障病院，重度認知症デイケア，

介護老人保健施設，グループホー

ム，デイサービス，若年性認知症

で展開される作業療法をわかりや

すく事例を踏まえて紹介する．そ

れぞれ異なった立ち位置から，目

的に応じて OT は理論を駆使し

ながら懸命の作業療法を展開して

いることが伝わってくる．

作業療法も人間の人生も，悠久

の時間の流れの中にあることを感

じさせ，認知症のある人が主体的

に作業をすることを温かく見守る

視点が感じられる専門書である．
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クリニカル作業療法シリーズ

認知症のある人への作業療法

浅井憲義・大熊 明（編)

書 評

（健康科学大学，作業療法士)

守 口 恭 子

本書を読んで，ある新聞に「め

がねのごとくあたりまえに福祉用

具を使えるようにしよう」という

記事が掲載されていたことを思い

出した．介護保険導入を前に福祉

用具や住宅改修への関心が高まっ

ていたころのことである．現在，

用具の種類と住環境整備の手段は

圧倒的に増え，利用者の生活の質

的向上に寄与している．

この福祉用具・住環境整備に関

わるOTの役割は，当事者と家族

の生活ニーズを実現するために彼

らの能力と用具・設備を適応させ

ることにある．しかし，言うは易

し行うは難し．なぜなら彼らの

ニーズ，障害と能力，そして用い

る用具は実に多彩だからである．

このような難しさの解決には視座

の明確化が必要である．

本書は当時者の意味ある行為を

支援するOTの立場から床上・起

居動作等の各行為を行う意味，疾

患別の動作障害の特徴，用具と設

備の具体的適用方法を述べたもの

である．各 OT の経験に基づく

知見も数多く盛り込まれ，OT が

福祉用具と住環境整備に関わると

きの視座を示す書となっている．

多くの学生と療法士にぜひ読んで

いただきたい．
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クリニカル作業療法シリーズ

福祉用具・住環境整備の作業療法

玉垣 努・渡邉愼一（編)

書 評

（大阪府立大学，作業療法士)

高 畑 進 一
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